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ソーシャルワーク研修【導入編】
2018.12.3 (mon)and 17(mon)

1日目：地域福祉の潮流を知る

□.地域共生社会とは？

制度・分野ごとの「縦割り」で
は解決できない課題の存在、社
会的孤立/排除への対応、「支

え手」と「受け手」の固定化、地
域のつながりの弱まり、地域の
持続可能性の危機…などの課

題に向けたこれからのミッション
として、地域共生社会の実現が
問われています。
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堺市の生活援護課のケースワーカーの役
割や、障害者基幹相談支援ｾﾝﾀｰの役割
や特徴ををあらためて聞くと、自身の担う

事業との共通部分やあらたな発見があり
ました。まずは“知る”という、協働のヒント
を探ることができました。

１日目は多様な所属から４０名参加
第1回目で、「この研修が
どのような場なのか…」と

想いがあるなか、当日は
多様な所属からご参加い
ただきました。時間が経
つにつれて、皆さんの表
情も明るくなり、終わりに
は「来てよかった。」との
声もいただきました。協働
が生まれる可能性を感じ
た1日目となりました。

堺 市 社 会 福 祉 協 議 会 発 行

堺市内の専門職で作った、堺で協働を進めるための

□.今までと今後の福祉

このセクションでは、社会状況
の変化に伴う福祉の移り変わり
について学び、今までの成り立
ちとこれからの展望を探りまし
た。住民・行政・専門職…各々

がこれから果たすべき役割や
進むべき方向を、あらためて考
える時間となりました。

～本レター作成～
堺市社会福祉協議会 地域福祉課
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話題提供 ～協働の必要性を感じる～

それぞれの機関の役割や強みをあらためて知る

協働はtotalwinになる
ことが前提。そのため
にはお互いの役割や
目標を知り、コミュニ
ケーションすることがス
タートラインとなります。

下田（堺市社協）

堺市：鷲見（長寿支援課）
堺市社協：所（地域福祉課）

川淵（堺市生活援護管理課）
永吉（美原区障害者基幹相談ｃ）

後半で行ったフリップボードディスカッションでは、９つ
のテーマに対して、それぞれの想いを明るく、熱く語っ
ていただき、会場は大いに盛り上がりました。

このレターは当日版となります。誤字脱字等ある場合がござい
ます。ご了承ください。

参加者
・障害者基幹相談支援センター（堺・東・南・北・美原区）
・地域包括支援センター（１９センター）
・生活援護課（８名）
・社会福祉法人（３ヵ所）
・堺市社会福祉協議会（３名）

研修企画者
・地域包括・障害者基幹相談・堺市・社協・関西大学…などから1７名
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事例をふまえて協働を探る
□.皆さんならどうしますか？

最初のセクションでは、ワーカーによる事務

所内のロールプレイを通して、「こんなときは
〇〇したらいい」など、少人数で自由に語り
合っていただきました。
さまざまなアイデアやアドバイスが飛び交い、

すでに皆さんが実践していることが「連携・協
働」となっていることが再認識できたのではな
いでしょうか。
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この研修に参加して、気づいたこと、自分
が学んだと思うことを、ワークシートを用い
て整理し、共有を行いました。グループ内
では「あ～わかる！」「そうそう！」など共

感と笑顔を交えながら、意見交流が行わ
れました。あらためて「協働」における学び
や仲間づくりができた…との感想がありま
した。

2日間の研修を終えて
「どのような形でこの研修は
終わるの…」と１日目を終え

ての期待と不安が入り混じる
中はじまった２日目。

事例にうなづき合い、思いや
考えを共有することで、参加
いただいた皆さん同士や研
修企画者との協働（！）が生
まれたのではないでしょうか。

今日の気づきが、明日から
の実践に活かせるものとな
れば、企画者一同幸いです。

後半、楽しく～研修振り返り～

高城・福井（生活援護課）
西山・阪田（生活援護課・北第2包括）

後半で行ったワークショップでは、アクションプランを考
え、語り合いました。「明日からできること…」自身が取
り組みたいことを前向きに熱く語っていただき、会場は
大いに盛り上がりました。

ソーシャルワーク研修：2日目

□.実際に協働した支援事例を通して

個人が抱える課題や生活状況に合わせて、

それぞれの強みを持った支援機関でチーム
アプローチを行いました。協働はすぐに、簡
単にはできません。カンファレンス、日々のコ
ミュニケーションなど、さまざまなプロセスを積
み重ねて実現します。本人の生活や支援の
質の向上…という共通する目標の実現に向け

て、協働することの意味や効果をあらためて
実感できる時間だったと思います。

参加型ロールプレイ
【若手ワーカーへどうアドバイスする？】

多機関と協働して支援した事例報告
【あらためて協働を振り返る】
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所 めぐみ（関西大学） 増岡（堺市社協）


